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要旨：シナノナガキクイムシ Platypus severini (以下，シナノナガ)は，穿孔したブナ科などの枯死木の材内で共生菌

を栽培しこれを餌としている養菌性のナガキクイムシ亜科の一種で，ナラ類などの枯損被害に関与するカシノナガキ

クイムシ P.quercivorus (以下，カシナガ)の近縁種である。シナノナガは完全に二次性で枯損を引き起こさず，その生

活史や生態はほとんど調べられていない。養菌性キクイムシ類を含む木部穿孔虫は，生活史のほとんどを不可視な樹

木内部で過ごすため，坑道内の観察が困難である。この障害を克服するために，可視的に飼育する方法として，各種

成虫をガラス容器内の人工飼料に放して繁殖させる方法が開発されている。本研究では，カシナガで成功した可視的

な飼育法を適用し，シナノナガを繁殖させることを試みた。その結果，シナノナガについても，ガラス壁面に沿って

坑道を形成させることに成功し，次世代新成虫を伴う坑道も見られた。坑道内を観察した結果，コロニー創設雄成虫

は坑道内を動き回り，木屑を雌成虫から受け取って排出すること，分岐坑は成虫ではなく５齢幼虫が掘ること，さら

に５齢幼虫が齧りとったものは他の幼虫や成虫にリレーされて排出されることなどが明らかになった。 

キーワード：養菌性ナガキクイムシ・二次性・坑道内行動 

 

Abstract: Platypus severini is a platypodine ambrosia beetle cultivating and eating symbiotic fungus growing on the galleries they 

excavate within the xylem of the host trees including Fagaceae, and is closely related to P. quercivorus that causes Japanese oak 

(Fagaceae) wilt.  Life history and ecology of P. severini have been studied very little because it is a secondary borer not causing 

oak wilt.  Behavioral observation of xylem-boring insects, including ambrosia beetles, within their galleries is quite difficult. To 

facilitate observations of beetle behavior within galleries, breeding methods on artificial diets in glass containers have been 

developed for several species. In this study, we tried to breed P. severini by applying this visible rearing method originally developed 

for P. quercivorus.  Platypus severini was able to form galleries along the glass wall, with newly emerged adult beetles residing in 

the galleries successfully observed.  Male adult beetles (family founders) moved around within the gallery, received frass from the 

partner female, and ejected it from the entrance.  Branching galleries were excavated by fifth instar larvae, which also transferred 

frass mass to the other larvae and adults for ejection. 

Key-word: ambrosia beetle, Platypodinae, secondary borer, behavior within galleriesey  

Ⅰ はじめに 

養菌性キクイムシ亜科(Scolytinae)・ナガキクイムシ亜

科(Platypodinae) (以下，両者併せてアンブロシア甲虫)は

坑道内で親が幼虫と同居して幼虫に餌を用意するため，

様々な度合いの社会性が認められている(８)。アンブロ

シア甲虫には寄主として生立木を利用する一次性種と枯

死木を利用する二次性種がある。オーストラリア産のナ

ガキクイムシの一種 Austroplatypus incompertus (Schedl)は

鞘翅目において唯一の真社会性種として報告されている

一次性種である(７)。この発見により，特殊な性決定様式

を持つことが重要とされてきた昆虫の社会性の進化には，

さらに｢巣｣の継続安定性も鍵となる可能性が浮上した

(８)。これに準じる域の社会性を示すアンブロシア甲虫

種の存在も示唆されている(２，８)。 

シナノナガキクイムシ Platypus severini Blandford (ナガ

キクイムシ亜科) (以下，シナノナガ)は，北海道，本州，

四国，九州，台湾に生息し，クマシデ，ケヤマハンノキ，

ハンノキ，ブナ，イチイガシ，サクラ属の一種，イタヤ

カエデ，トチノキ，シナノキ，ツバキ，シオジ，コバノ

トネリコの枯死木に穿孔する養菌性ナガキクイムシの一

種で(12)，ナラ類などの枯損被害に関与するカシノナガ

キクイムシP.quercivorus (Murayama) (以下，カシナガ) (４)
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の近縁種である。 

アンブロシア甲虫は種間関係, 食性，社会性(家族･育

児など)などの進化過程を明らかにする上で興味深い種

群であるが，木部穿孔性であり生活史のほとんどを不可

視な木部内で過ごすことが本グループでの操作実験・観

察を困難にしていた。これまでに養菌性キクイムシ亜科

を対象として，行動観察のための人工飼料を用いた可視

的な人工飼育の開発が試みられ(10，14，他)，容器内での

利他的行動が観察されている(１，２)。一方，ナガキクイ

ムシ亜科では，ヨシブエナガキクイムシ P. calamus 

Blandford (以下，ヨシブエ)とカシナガ(二次性，時に一次

性)を対象に人工飼料による飼育実験がなされている(５，

９)。その結果，成虫や幼虫の興味深い行動が明らかにな

りつつある(５，９)。 

シナノナガの穿孔は枯死木に限られるため，カシナガ

のように枯損被害を引き起こさず，その生態はあまり調

べられていない。特に材内生活史はほとんど未解明であ

る。しかし完全二次性種のシナノナガの社会性について

調べることは，カシナガの社会性の解明には重要である。

よって，両者の比較生態学的研究は，重要害虫カシナガ

の研究に資する所が大きいといえる。 

本研究では，カシナガやヨシブエで成功した可視的な

飼育法(５，６，13)を適用し，シナノナガの材内における

行動・生態の解明を目的に飼育実験を実施した。 

 

Ⅱ 試料と方法 

１．供試虫 供試したシナノナガ成虫は山梨県南都留

郡富士河口湖町本栖の個体群である。2015年７月30日，

12 月 17 日に本種の穿孔が確認された材を回収し，実験

室に移送した。穿孔材の乾燥を防ぐため，木口面を溶か

したパラフィンワックスで覆い，ミズゴケを敷いたプラ

スチック製飼育容器に入れて管理した。2015 年 9 月～10

月，同年 12 月～2016 年 1 月にかけて，羽化脱出した新

成虫を採集し，健全な個体を適宜選び，実験に供試した。 

２．人工飼料 本研究で使用した飼料の成分組成は，

上層(鋸屑 100g＋蔗糖 10g＋蒸留水 125mL)と下層(鋸屑

100g＋澱粉 50g＋乾燥酵母 15g＋蔗糖 10g＋蒸留水

160mL)の二層構造である(13)。鋸屑は，No. 20 の篩にか

けたブナの鋸屑を使用した。異なる組成の人工飼料を胴

径 45mm，全高 116mm の細口ビンに下層が厚さ 6cm，上

層が厚さ 1cm になるように強く押し詰めて成型した。上

層の貧栄養層がフィルターの役割を果たし，下層の栄養

層への雑菌の侵入を遅らせる仕組みである(10)。細口ビ

ンタイプは，飼料をより強く押し詰めることができ，空

隙を除去しやすいと考えられている(５)。 

３．実験の手順 飼育容器に詰めた人工飼料をオート

クレーブ内で 120oC，40 分間の条件で滅菌した後，好気

性の雑菌の繁殖を防ぐため飼料が熱いうちにさらに押し

詰めて隙間をなくした(５)。その後供試虫の産卵を促す

ため，滅菌消毒した先の細いピンセットで深さ約 1cm の

孔をあけた。シナノナガは雄創設の一夫一妻制であるた

め(11)，成虫の放飼は雄成虫が先行し，数日後に雄成虫の

坑道形成が止まったのを確認してから雌成虫を導入した

(５)。飼育は温度を 15，17，20，25oC の 4 つの処理区と

して設定し，全暗条件下で行った。15oC の処理区は，恒

温器の故障により途中から 20 oC に変更した(以下，

15(→20)oC)。 

４．観察方法 飼育期間中はほぼ毎日，繁殖状況を確

認した。データの収集方法はヨシブエの飼育実験報告

(５)にならった。ガラス壁面に坑道が形成された場合，そ

の長さを計測し，内部の様子を注意深く観察した。雌成

虫の投入後，すぐに交尾が起こらなかった場合は，雌雄

の位置を確認した。すなわち，雌成虫が奥に入っている

ことが確認できた場合，交尾が成立したものと判断した。

また，卵や幼虫，坑道の分岐などが初めて確認された日

を用いて，成育および分岐に要した日数を算出した。 

 

Ⅲ 結果と考察 

飼育の結果，成功率は低いもののシナノナガを人工飼料

内で新成虫まで成育させることができた。これは本種の

人工飼育の最初の例であり，ナガキクイムシ亜科におい

てはカシナガ(13)，ヨシブエ(６)に次いで３種目の成功例

である。 

１．温度条件の飼育結果に対する影響 各温度条件下

(15(→20)，17，20，25oC)におけるシナノナガの飼育結果

を表－１に示した。どの処理区においても雄成虫は人工

飼料で簡単に坑道を形成したが，雌成虫を投入後交尾が

成立したのは約 1/3 で，産卵はその約半分でしか起こら

なかった。卵は雄成虫と雌成虫の間，または坑道の先端

に産下された。15 oC の処理区では，恒温器の故障により

途中から 20 oC に変更したが，この処理区の 2 本のビン

では，恒温器故障が産卵を確認してから７日後のことで

あり，その 32～33 日後に幼虫が確認された。さらにその

内の１本は今回の実験で唯一羽化に至ったものである。

17 oC の処理区からも１本のみ幼虫が確認されたが，５齢

幼虫まで成育しなかった。一方，20 oC および 25 oC の条

件下では幼虫が確認されなかった。15 oC および 17 oC の

条件下は低温により雑菌の汚染が抑制されたものと思わ

れる。ヨシブエでは 15 oC の条件では成育は良くなかっ

た(５)が，今回の実験において雑菌の汚染から免れた卵
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が温度の上昇により孵化したと思われる。温度の上昇に

より雑菌が繁殖しやすくなったが，同時に幼虫の活動性

も上がり，常に坑道壁面を齧ることで菌の繁茂を防いで

いたと考えられる。本実験では全ての処理区において同

じ組成の人工飼料を用いているため，温度が飼育成功率

に大きく関係していることを示唆している。 

 各温度条件下での成育に要した期間については，雌成

虫の投入後に交尾が起こるまで，および交尾後に産卵さ

れるまでの平均日数は各処理区間で有意差が認められな

かった(Kruskal-Wallis test, p > 0.05) (表－２)。卵の孵化期

間は，交尾 10 日後で孵化するカシナガ(９)と比べ約 40

日と非常に長くなった。ヨシブエでは，坑道内における

共生菌の定着に時間を必要としたと推察されているが

(５)，今回の実験では最初に産んだ卵が雑菌等により死

亡してしまったものと思われる。 

各温度条件下で，交尾が起こるまでに拡張された坑道

の長さと産卵されるまでに拡張された坑道の長さの間に

は有意差が認められなかった(Kruskal-Wallis test, p > 0.05) 

(図－１)。どの処理区においても，雌を投入してから掘削

速度が落ち，産卵後はまた掘削のペースが上がることが

示された(図－１)。 

２．シナノナガの坑道内行動 今回の全体の観察結果

からシナノナガの行動をまとめると次のようになる。雄

成虫は坑道入口側に位置していたが，穿入孔付近に常駐

することなく，精力的に坑道内を動き回り，屑を雌成虫

から受け取って排出を繰り返した。分岐坑は成虫ではな

く５齢幼虫が掘ることが確認された。また５齢幼虫は齧

りとったものを腹部下面に溜め込んで運び，これは他の

幼虫や成虫にリレーされて排出された。幼虫は卵としば

しば接触し，卵を頭部で押す，または体表面に卵を付着

させて坑道中を移動するといった様子が確認された。以

上の観察結果に類似する行動は，カシナガとヨシブエで

も確認されている(５，13)。またカシナガの５齢幼虫では，

腹部末端から透明な液体を出して坑道壁面を濡らす行動

や，乳白色の液体を出して別個体の幼虫がこれを吸い取

るといった行動も観察されており，これらは５齢幼虫に

よる坑道の管理，弟妹の世話と考えられている(９)。しか

しヨシブエでは幼虫の分泌物は確認されておらず(５)，

今回観察したシナノナガにおいてもこれは確認できなか

った。ヨシブエはしばしば生立木にも飛来するが，カシ

ナガより二次性が強い傾向にあるとされている(３)。よ

って現時点では，完全二次性のシナノナガは二次性の傾

向が強いヨシブエに近い生態といえる。 

15 oC の処理区で今回唯一羽化に至ったビンでは幼虫

の成育期間中に雄成虫が死亡し，後日本来雄の居場所で

ある坑道入口側に雌がいるところを頻繁に観察した。雄

成虫が死亡した後，幼虫が坑道から出ることが度々見ら

れたが，坑道の奥にいた雌が入口側に移動してこれを塞

いだことで幼虫が坑道から出ることはなくなった。これ

により，一夫一妻制のシナノナガにおいて育児期間中に

雄成虫が死亡した場合，坑道の奥にいた雌成虫が入口側

に移動し，雄成虫の仕事(防衛，木屑の排出，幼虫の落下

防止)を担うことが示唆された。 
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表－１．各温度条件下(15(→20)，17，20，25oC)におけるシナノナガキクイムシの飼育結果．15oC 条件は途中   
    の恒温器の故障により 20oC に変更(本文参照)し，変更後の結果(観察本数)を括弧内に示した． 
Table 1. Result of rearing Platypus severini in different temperature conditions (15(→20), 17, 20 and 25oC). The condition of 

15oC was changed to 20oC due to the trouble of the equipment, and the results obtained after this temperature change are 
shown in parentheses. 

交尾 卵 若齢幼虫 老齢幼虫 分岐 新成虫

15(→20) 16 6 3 ,(2) ,(1) ,(1) ,(1)+

17 24 7 4 1

20 13 5 3

25 17 5 3

温度(oC) 供試数

（本）

観察本数（本）

表－２．各温度条件下(15(→20)，17，20，25oC)におけるシナノナガキクイムシの成育に要した日数(平均±標準偏差)．
15oC 条件は途中の恒温器の故障により 20oC に変更(本文参照)し，変更後の結果(日数)を括弧内に示した． 

Table 2. Number of days (mean ± S.D.) required for the metamorphosis of Platypus severini in different temperature conditions 
(15(→20), 17, 20 and 25oC). The condition of 15oC was changed to 20oC due to the trouble of the equipment (15(→20)

 

o
C), and the results obtained after this temperature change are shown in parentheses.

図－１．各温度条件下(15(→20)，17，20，25
o
C)におけるシナノナガキクイムシ成虫によって形成された母孔の

長さ(平均±標準偏差)．15
o
C 条件は途中の恒温器の故障により 20

o
C に変更(本文参照)． 

Fig. 1. The length (mean ± S.D.) of galleries excavated by Platypus severini adults in different temperature conditions (15(→20), 

17, 20 and 25
o
C). The condition of 15

o
C was changed to 20

o
C due to the trouble of the equipment in the midst of the 

experiment. 


